
自動車部品のサンコールの株価が急上昇している。10~1日に4割上げ、上場来高値の2200円を付けた。2025年夏から半年余りで株価は5倍になった。主力の自動車向けバネ製品は車の電装化で苦戦しているが、データセンターに使う光通信コネクターが業績を押し上げている。10日にコネクターの企画設計を手がけるセンコーアドバンス(三重県四日市市)の米国子会社から、データセンター向け
光る
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ルのコネクターを製造販売 績予想で、純利益を前回だ。奈良正社長は「足元するライセンスを取得す 予想から2億円積み増しで急激に受注が増えていることを発表した。生成 30億円(前期は7億69 る。向こう3~5年はこAI(人工知能)の普及 00万円の赤字)に上方の傾向が続く」と需要増でデータセンターの建設 修正したのがきっかけに手応えを見せる。ラッシュが続く巨大市場だ。25年1月、20年2月開拓への期待が高まっ にも上方修正し、純利益は38億円を見込む。

「営業や開発の担当者が顧客をまわって要望を丁寧に吸い上げている」25年前半は200~4 サンコールが手がける (奈良社長) 点がサンコ00円ほどの水準で推移 光通信コネクターは、デールの競合に対する強みしていたサンコールの株ータセンターや携帯通信だ。コネクター内部にホ価が急上昇したのは8 基地局の高速・大容量の コリを入れないシャッタ月。20年3月期の連結業 通信に欠かせない部品 構造を採用した製品の SCアダプタ

サンコールの光通信コ
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データセンター向けを開拓

集める。
る。

ほか、接続部分の根元で6億円を見込む。光通信 OE)は6・1%を目指

はなくケーブル線の部分を引っ張るとコネクターを外せる仕様を取り入れ、細かい工夫で支持をサンコールは1943年に創業。航空機用エンジンのバネ部品に使う金属材料の製造や加工を手がけてきた。50年代にはトヨタ自動車など大手国内自動車メーカーにバネ部品の納入を開始。バネ

コネクターを含む「電子す。情報通信分野」の売上高は149億円を見込み、主力の「既存自動車分野」
東海東京インテリジェンス・ラボの金井健司シニアアナリストは「自動の半分以下だ。一方、電車部品銘柄は既存の自動子情報通信の営業利益は 車領域で成長が見通しに50億円で、既存自動車のくいなか、非自動車の分

3倍を稼ぐ。

野で業績を伸ばす企業が構造改革も株高を支え 評価されている」と指摘
る。24年に不採算のハードディスクドライブ(HDD)用サスペンション
する。

サンコールの自己評価は慎重だ。トヨタ自動車からの撤退を表明し、事 出身の奈良社長は「収益に使う金属は耐久性が高業を縮小している。先行 改善には原材料高騰の価いゆえに、精密加工にも 投資や技術開発などコス 格転嫁なども寄与してい独自の技術が求められ ト負担が大きかった。24 る。現場の生産性改善はる。サンコールはその技 年3月期の同事業の売上 これからだ」と手綱を引

術を生かし、80年代には当時金属製だった光ケーブル用の接続部品を開発した。現在は樹脂製の光
高は8億円で、営業損益は46億円の赤字だった。自動車部品では電気自~動車(EV)向けにシフ通信コネクターも手がけ トする。20年3月期まで
き締める。

「本当の実力を測る」(奈良社長)ために、製品ごとの投下資本利益率(ROIC)の導入も始の3カ年の中期経営計画 めた。株高を一過性にし・業基盤づくりを着実に進 20年3月期の連結業績で、成長投資としてEV ないために、筋肉質な事
予想をみると、売上高が 部品と光通信コネクター前期比10%減の520億に40億円を振り向ける方 める。

円、営業利益は95%増の 針だ。自己資本利益率(R
(平岡大輝)おわり
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